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日立㌶特許

車両構体の構造

鉄道車両の草体で,構体の構成部材

である骨組や外板の薄肉化による車体

の軽量化を目的とした車両構体の構造

に関するものである｡

従来の軽量化を目的としたステンレ

ス構体は,主要構成部材である骨組の

結合･を平板継手でスポットi容積結合し

ているが,結合部の剛性は平板継手の

剛性に支配される｡このため,結合部

の剛性を高め,窓隅部に発生する高応

力を緩和するには,構成部材の板厚を

厚くしなければならない｡

H立製作所で開発した軽量ステンレ

ス構体(区‖)は,構成部材の結ノ釧こ立

体骨組継手(図2)を用いたものである｡

l.特長･効果

(1)立体骨組継手を用いることによっ

て,構体の最弱部である部材結合部及

び窓隅部の剛性の向上と応力緩和が図

れるため,構成部材の薄肉化ができ,
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区Il 軽量構体の構造

]

車体を軽量化できる｡

(2)立体骨組継手の剛性が高いことに

より,構体の組立精度が確保できるた

め,構体の組立が容易であるとともに,

出来栄えが向上できる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭58-8柑55号

｢車両構体の構造+他2件
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図2 立体骨組継手による骨組の結合

誘導障害防止装置
チョッパ電車やインバータ電車では,

サイリスタで電動機電流▲を制御するた

め,配線に大きな断続電流が流れる｡

この断続電i充は,地上の信号設備を

誤動作させた-),沿線のテレビジョン

やラジオに雑音が入るなどの誘導障害

のJ京因となる｡

従来は,大がかりなシールドを施し

て,臭いものにふたをする形で,この

誘導障害を防止していた｡

日立製作所では,配線の工夫によっ

て,簡単なシールドだけで誘導障害を
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防止することに成功した｡

図1のチョッパ電車の主回路で,チ

ョッパには断続電i充′1(図2)がi売れ,フ

リーホイールダイオードにも断続電壬充

ムがi充れる｡これらの電i充の和ムが電動

機電i禿である｡

そこで,断続電流′1を流す電線1と,断

続電i充ムをi荒す電線2とを,互いの電i先の

向きが一致するように添わせて配線する｡

このため,図3のように,外部に対

しては,断続しない電流∫3を流す配線が

あるだけで,あたかも断続電i充∫1やムは

存在しないのに等しい｡
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図3 ;添わせ配線構造

このように,臭気を元から断つ形と

して,簡単なシールドだけで誘導障害

を防止することができる｡

本特許は,電車に限らず半導体スイ

ッチング素子を用いる電気回路に広く

利用できる｡

l.特長･効果

誘導障害を簡単に軽減できる｡

2.提供技術

● 関連特許の実施許諾

●特許第I1989引号

｢電気回路の誘導防止装置+他3件
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日立諾特許

インバータ電車の定速運転装置

インバータ電車の周波数制御系は,

電車速乾如こ滑り周波数カを加減算し

て周波数指令ゾを得ている｡また,この

周波数指令′に比例して電圧指令Ⅴが

作られ,これらはPWM制御器へ与えら

れる｡滑り周波数指令カは,電流指令

ん肝と電動機電流んタの偏差に応じて決

められる｡

インバータ

PWM制御器

レ〃

十

十

インバータ電車は,走速特性に優れ

ていることが利点の一つと言われてき

たが,従来のように,インバータ出力

電圧の制限値をマスコンノッチに応じ

て調整するだけでは,これまでの電車

と同じ特性しか得られない｡

日立製作所が開発した新しい制御装

置は,マスコンで指令した速度で忠実

誘導電動機
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区= インバータ電車の定速運転制御系

ーマスコン

速 度
設定器

に走速運転する電車を実現した｡

まず,マスコンから定速運転を指令

できるように変更を加え,次に,電車

の速度カ′が速度指令.炒に近づくとこれ

に応じて滑り周波数カを絞り込むよう

に制御系を改良した(図lの太線部)｡

電車の速度が速度指令に近づくと,

電動機のトルクを減少させるように,

滑り周波数カが絞り込まれ,それ以上に

インバータ周波数が増加することはな

い｡

このため,誘導電動機の急しゅんな

トルク特性が生かされ,精度の高い走

速運転が実現できる｡

l.特長･効果

簡単な運転扱いで,スムーズな速度

変化と高精度の定速運転が可能である｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特公昭60-16807号

｢電気車の制御装置+他数十件

車両機J器故障表示方式

鉄道車両上の機器の動作状音兄は,運

転台の表示盤に,ユニット表示,電気

系統あるいはフすレーキ系統故障など,

おおまかに表示されていた｡運転士は,

これらの表示と自己の経験から,どの

号皐のどの機器が故障したか,どのよ

うな処置をすべきか,を判断しなけれ

モ
ニ
タ
表
示
盤

ばならない｡このため,運転士の負担

が大きく,復旧にも時間がかかり過ぎ

ていた｡

日立製作所では,機器の故障を検出

し,データ伝送線により中央モニタ装

置へ送り,故障車両と故障機器名を表

示するとともに,故障の種別に応じて
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力行制御器 ブレーキ制御器 力行制御器

図l 故障表示方式構成図

ブレーキ制御器

故障時処置の方法をも表示するモニタ

システムを開発した｡

国=に示すように,各車両の各機器

の動作状況は,データ伝送線を通して

モニタ装置に集められる｡故障が検出

されると,モニタ装置は伝送されたデ

ータの下に,マイクロコンピュータに

よる論理診断によって,運転士が処置

すべき操作内容を判断し,故障の起き

た車両(同図の例では2号皐M2),故

障の種別(チョッパの故障),及び処置

方法(ユニット開放)をモニタ表示盤上

に表示する｡

図1の例では,運転士は2号車(M2)

の属するユニットを開放すれば検事区

までそのまま走行することができる｡

1.王特長･効果

運転士の負担を軽くでき,故障時の

復旧が早くなる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第903671号

｢車両機器故障表示方式+他

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問し､合わせは･･･ 株式書赴日立製イE帝 〒108東京都千代田区丸の内一丁且5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)特許部特許営業グループ
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ディジタル籠御交i充電気機関車
(オーストラリア･クイーンズランド州鉄道2′970kW交流電気機関車)

電;も機関中は連用効率を高めるため,

ますます打件能･似勺‾:の布端さか要求

されつつある‥

今帆 このような戸さ求を満たすべく,

マイクロコンビュ'-タを仕ったディジ
タ を偶発L,オー【ストラり

ア･クイーンてラント川紙追2,970kW

交i充1宜気機ドか卜に一抹川L7∴

ディジタル制御‾交テ充屯1‾硝覧関申の純

成を図一=ニホすく_,

MPU,ROM

RAM,lRC

｢
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電圧･電ン充制御部

MPU,ROM

RAM,lRC
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+_三聖竺牡
l 制御部
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DIC

AIC

GSC

l継電器

l

l主幹制御器

主回路は,電卓線からパンタグラフ,

土変け三器を経山して駆動`瓦動機に所定

のl白二流電力を供給するサイリスタコン

バータなどから構成される｡

また,制御装置の主要構成は,機関

車低速時には鰍動電動機電機子を一足

電i克に,高速時では一定電圧又は一式三

電力に,そして界磁電J允を広範囲に利

子卸する電Jli･電i充制御部と空転発生時に

は再枯着させる空転制御機能から成る｡

パンタグラフ
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図l テざィジタル制御交〉充機関車の構成

職掌㍊濃卸
注

表l 主な仕様

項 目 イ士 様

電 車 線 方 式 AC25kV,50Hz

駆 動 電 動 機 495kW･6台

制 御 方 式 ディジタル制御

1.主な特長

(1)汁しf計件の高い運転制御機能

電卓線方式(直流･交丁充),運転方式

(手動･走連日垂わ運転),駆動電動機の

椎≠伯(血巻･複一巻･分巻)と制御(走電流･

二道電J上･走電力)グ)いずれの方式にも適

用できる高い機能をもち,ソフトウェ

アの構成により対応できる()

(2).引生能制御特性

16ビット･マイクロプロセッサで横

丁戊し,制御精度はアナログ方式では不

吋能な領i戎の±0.5%が達成でき,アナ

ログ制御を超えるノ性能が期待される｡〕

2.機関車の主な仕様

j三な什様を表1にホす｡

(Lトンニ製作所 磯ノrEヰi業本部)

製鉄所構内機関車用自動運転装置(ATO-R)

こ製紙I叶椛内の鉄迫輸j封ま､ディーゼ

ル機f渕巾を†小HLて輸送することが‾二i三

体とな′ノている｡そグ)ディ【ゼル機関

小グ)迎虹ノバ去はワンマン逆転こか二i三流で

あるが,｢7ンマン逆転を行なうための

‾ト安な糾j卸業iFこの一つとして,[′1乱逆

紅紫こ211二かある｡j均一ム[1_､ンニ製作i叶はこ

の1′】軌道転装;;′こを多数納人Lてきたか,

/｢山人帖なバージョンア､ソプを回った

l′l軌道虹共謀こを偶発した(図1).._.従来

比べて, な特上ミは二人

のとおりであるり

】.主な特長

(1)リプレースにはスムーズに対応

外形､=去･インタフェース共にJJ二椎

区= 自動運転装

置の外観

什があり,磯l朴卜の大帖な改造をイfな

うことなく,リプレーーースすることかで

きる｢〕

(2)フレキンビリティーに対J心

マイクロコンピュータを伸輔L,機

能をソフト処理としたため,機能の迫

川Ⅰ,変‾更に対して布端に対応できるし_､

(3)無人運･fむ三システムにも対応‾叶能

機能のバ【ジョンアップ又は変如が

?妄現にトズ】れるたオ),無人連動くシステム

川として無月1なく他州できるこ_)

(4)機関中軋プJ†∠こ連装i呂二の土こ主ょi命化

イて;f弔の自動横山やそれに対J心した?;り

転･梢･心の検出レヘルを【′1動.没二むする

などによって,?た転･i竹心検知l伎ひ､そ

の処理機能を大巾如二光尖した｡そのた

め､機侠J中の動力仏連装置の去ノ､J‡百計化

が期待できる‥

(5)彷エネルギーにも与Ii献

燃料制御を不行:弔と速度にリンクさせ

るととい二桔分別御を採用した‥ 二の

ため,従来のf別号卸方法と比較して,10～

15?るの打エネ/しキーが期待できる｢

(6)ノ女乍設備♂)充実

人プJイ川上及び人力と中り+j状態(逆転機

の状態,クラlソテの状態など)のでナ伴性

をノ削二監視する｡充実した†ナ理竹三チェ

ック機能でより安全な設備になった｡
(7)どの機関車にも対応可能

トルコンの追い,速度の遠い,エン

表l 主な仕様

Ⅰ頁 目 イ士 様

環

境
粂
件

電ユ原電圧 DC20一-30V

温 度 -10､十50℃

湿 度 90%RHl⊥下

振 動 +lS E40312種B

】

演算処‡里部 8ビット ‾マイクロコンピュータ

メモリ容玩:
ROM8k/ヾイト,

ド

ウ

ア

RAMlk/ヾイト

入 力 部 最大32点

出 力 部 最大32点

外形寸)去 幅360×奥行280×高さ650(mm)

=)機関車の俊種

(21速度情報のギヤ比

.(3)車輪考量
外部言箕定でき

る制御定数

(4J荷重検出条件

r5)目標速度

(61起動制御用燃焼制御/ッチ
進J設時間

(7■〉横間車側からのフィートパック

情報の有無

ジンの違いなど,ティーセリレ機関車は

丁一斉:ノノ別である｢.Lかし,柿々グ)三三数

食紅か‾吋能なソフトウェア及びハード

ウェアで対応し,予備機のプール道川

が可能となった｡

(8)保守の布端化

肘符診断機能を付加lした｡万一の故

障時にはこの機能を使い,l牧障筒所を

スヒーディ【に発比でき,付こ守が′存切

になった｡

2.主な仕様

]ミな仕様を表1にホす｡

(日立製さ作所 機電事業本部)
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HIDICエンジニアリングワークステーション
｢ES-300シリーズ+

HIDICエンジニアリングワークステ

ーションES-300シリーズは,ワークス

テーションES-310,310/L,330,各

椎サ【バとネ､ソトワークES-LANで構

築される統でナエンジニアリング環桟の

実現を目指した分～牧形エンジニアリン

グワークステーションである｡CAD/

CAM/CAEから知識_1二学,コンピュー

タグラフイ
ソクなど帖止こい分野に過鞘

できる(図1)〔_,

1.≦さd

区II HIDICエンジニアリングワークステ

ーション｢ES-300シリーズ+の夕十観

1.主な特長

(1)ネ､ソトワークによる応度CAE分散

システムを実+呪

ES310,310/L,330と業務にでナわせ

たハ【トレパートリーがあり,設計業

務の情報の流れに†ナわせて､ネリトワ

ークを介してCPU,端末,ディスク,
Ⅰ/0ろ､･どの共有化やプログラム,デー

タの共有化が可能な本格r11J分散彬ワー

クステーションである‖ これにより,

設計者の仙人作業･火riiJ作業かJ〕成る

エンジニアリング装荷をワークステ【

ションとネットワークでシステム化で

きる｡

(2)使いやすいマンマシンインタフェ

ース､

超岳精細カラービットマ‥ノブディス

プレイは,八一己うJ工平に基/了きちらつき

やJ丈射がなく,臼の位置に合わせられ,

rたi越才l'l'痢を実現するグラフイ､ソクー乍印
プロセソサを1‾汚職しているしノ 大小ほマ

ルチウインドウ,マ/レナビュl-ポート

ポインティングデバイスとLてマウスを

才末梢するなど,付いやすいマンマシン

インタフェ〉-スを提供する._､

表l 主なイ士様

妄㌻＼‾-､----､稽横 ES 310 ES-330

M P U h｢68010

2---bノヾイト

.■0-‾--264

MC68020

主 記 憶
2､32Mノヾイト

キャッミ/ユイ寸さ

内蔵ディ スク /ヾイト

lノ′0 /1 ス lEEE796

グラフィックス

O S

20111,l′280l■∴ノトYl′024卜∴ノト

60Hzノンインクレ【ス

】′60(〕万色中同時256色表示

UNlX SystemIlI lリNlXSソ引emV

l2Gバイト論 理 空 間 16Mバイト

L A N lEEE802.3

〉主:上記以外にES--310ノ′L,ES
SERVERがある

(3)ソフトウェアをけ産の有効fiI什叶j詑

CAEやAIなどの各杓ソフトウェアハ

リケ【ジの柏仙件の点いシステムを実
現するために,CPUは米旧モトローーラ

祉のMC68020などを仲絹L,Ⅰ′′/0バス

にはIEEE796,OSはUNIX(米凹ベル

研究所糊発のOS)System V,LANは

IEEE802.3イーサネット(Ⅹer()X祉グ)登

)などとコンポーー1ネントを柑畔化

し,一枚想記憶は.言論理′空間2Gバイトを実

▼呪l一た.

2.主な仕様

表1に本システムの上な什様をホす.｡

(臼_)ンニ馳作巾 機ノ屯事業イこ部〕
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